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センサー情報統合解析システ
ムの研究開発を行っています。
特に、無線センサーネットに
よる空間センシング、人・モ
ノの測位システム、モバイル
生体センサーによる人の見守
りシステムなどを統合し、実
社会で利用可能な統合システ
ムの完成を目指しています。

低消費電力で信号強度の変動に頑健な屋内測位システム
ZigBeeパケットを確率推論アルゴリズムで解析
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● プレス発表

2010 年 9 月 28 日「低消
費電力で信号強度の変動に
頑健な屋内測位システム」

測位システムの現状
　屋内で人やモノの位置・移動軌跡を計測する
ために、信号の一時的な欠落や雑音、マルチパ
スに強い実用的な測位システムが求められてい
ます。特に、設置が容易で低コストの 2.4 GHz 
ISM帯の無線通信を用いて、数m以内の誤差
で、信号の欠落や強度の変動があっても対象の
位置・移動軌跡を連続的に計測できる頑健な測
位システムの実用化が待たれています。
　しかし、2.4 GHz ISM 帯の無線通信デバイス
は低コストですが、信号の欠落や変動によって
計測結果が大きく影響を受けるため測位結果が
連続なものとならず、これまで実際に運用する
ことが困難でした。

開発した測位システム
　今回開発した測位システムは、2.4 GHz ISM 
帯を利用するZigBeeTM で、受信した無線信号
のIDと強度を確率推論アルゴリズムによって
解析し、信号の一時的な欠落、雑音の発生、
マルチパスによる信号の強度の変動があって
も、1 ～数mの誤差で、人やモノの位置を推定
することができます。このシステムは、計算
量を大幅に削減しているため携帯端末でも動

作可能です。
　また、この測位システムは非常信号の配信
機能を備え、非常事態の発生とその種類をこ
のシステムだけを用いて配信することができ
ます。ユーザーの携帯端末を通じて平常時は
ショッピングや観光向けのナビゲーションを
提供し、非常信号を受け取ると自動的に避難
誘導ナビゲーションに切り替わり、最寄りの
非常口までユーザーを誘導します。
　なお、このシステムは、横浜市みなとみら
い地区のランドマークプラザでの実証実験に
より、実際の商業施設での動作が確認されて
います。

今後の予定
　開発したシステムは、携帯端末でのナビゲー
ションだけでなく、ネットワーク接続されたパ
ソコンやサーバーによるユーザーの位置の把
握、ロボットの移動支援、無線センサーネット
ワークの基本的な能力である空間環境の計測

（温度・湿度・音など）などができます。イベン
ト会場などでの来場者の位置把握、ビル管理業
務システム、ビルサービスシステムなどへの展
開も期待しています。

避難誘導ナビゲーションの概念図

  

 

 

 

防災センター

・ 避難誘導の補助
・ 視覚的な状況把握
・ 避難口の確認
・ 不安・パニックの回避
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